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100 !!支体不自由児の知覚一運動学習

1. 知覚運動学習と研究グループの

取り組みの経過
坂本茂

i .はじめに

私たちの知覚運動一学習研究グループの発足は， 40年

以上前まで遡ることができます。当時は，脳性まひ児の

学習困難について，学習レディネスの形成といった観点

から研究が進められました。その後，入門Wjの学習指導，

特に知覚教材を中心とした学習レディネスカードの考案

から始まり，脳性まひ児を仁1=1心とした心身障害児のため

の知覚一運動学習の指導計画の作成，指導のための実践

研究へと進んでまいりました。

1980年代に入ると，対象児の重度化，重複化に伴い，

研究の中心は，障害の重い子どもたちの指導をどうする

かに移ってまいりました。

しくは，後述しますが，そうしたilH究を進めていく

ために，欧米を仁!二i心に行われてきた学習障害児研究， と

くにケフアートの学習障害泥理論，考え方を参考にして

まいりました。

今，教科等の指導では， i1L上整理などの環境整備や注

呂させたい文字のカラー化などの必要性が指摘されてい

ますが，こうした指導原理については， クリュツクシャ

ンクがいう指導場面の縮小や教材の刺激値の増大，教室

環境の整備，構造化された指導プログラムの策定といっ

た観点から，何十年前から多くの研究者や実践家のiこl=tで，

指摘されてきたところです。

今後私たちは，効果的な教科指導や I~I 立活動の指導で

は， こうした考えなどを参考しながら進めていくことも

必要であろうと思います。

そこで，本稿では，当研究グループが長年に渡って取

り組んだ実践研究の概要を振り返ってみることを目的と

します。

2. 欧米における学習障害児研究

さて私たちの周りには，それが全て学習鵠害児とはい

えませんが，特定の対象に興味を示しそれにいつまで

も強い拘りを示す子ども，不必要な刺激に反応してしま

う子ども，模械のlゃからある対象を見つけ出すことが難

しい子ども，身体像が確立していない， I~I と手の協応が

うまくいかない子ども，文字を読ませると文字や行を飛

ばして読んでしまう子ども，体の動きが何となくぎこち

ない子どもなど， さまざまな行動的な特徴を示す子ども

たちがいます。

実はこうした子どもたちが示す行動特性や指導に関す

る研究が，欧米では， 1930年代後半からなされていたの

です。 1930年代後半には，古典的理論派に窮するウェル

ナーやシュトラウスらにより， 1940il三1-tカミら1960年にか

けては，知覚運動理論派と称されるケフアートやクリュ

ツクシャンク，ゲットマン，デラカート，フロステッグ

らにより， また1950年代には，神経心理学翌日論派に属す

るパサマニックやマッキーズ パーチ，クレメンツらに

より， 1960年代には，言語理論派と称されるカークやマ

イクロノtストらにより 先!.~EI~I守な研究がなされてきまし

た。

こうした先駆的な研究は，今でも参考にできるものだ

と私たちは考えております。

なお，私たちは，学習障害児に焦点をあてた研究を行

っている訳ではありませんO 脳性まひ児を含む肢体不自

由児の仁!こiには，彼らが示す行動特徴が，学習障害児が示

す行動特徴と似たところがあるから，ケフアートなどの

知覚運動学派に属する人々の考え方や実践を参考にして

きたことにほかならないと考えています。

( 1 )ケフアートの知覚運動学習理論

その仁l=tで，私たちがとくに参考にしたのがケフアート

(Kephart，N，C)のJ珂究でした。

ケフアートは，脳機能不全よりも児童心理学の基礎に

立つ発達心理的観点から，知覚運動学習翌日論を構成し

それに基づく診断・指導体系を開発したという点で，極

めて大きな意義をもっているといえます。

①学習系列の構造

ケフアートは，子どもの発達に関し運動発達の重要

性を指摘し粗大一微細運動，運動一女11覚，知覚一運動，

知覚，知覚一概念，言語一概念.概念という学習の発達

段階(次l::gl参rm)を想定し各レベルについて以下のよ

うに説明しています。
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図 1 学習の発達段階

(ケフアート，エパーソル， 1968) 

0粗大-微細運動レベルとは

この段階では，何の目的もなく，全身を動かしたり，

四肢を伸ばすといった全体的運動が分化する過程と仁iに

触れたものを吸ったりという反射活動が統合される過程

とが見られます。子どもは，運動を通し感覚もほとん

ど同時に作用させて，外界についての情報を得ていく段

階であるとされています。
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0運動一知覚レベルとは

この段!惜では，たとえば，子どもが這って進みながら，

感覚器を通して，外界にある物に如何に触れ，如何に見

るべきかを学びながら外界の情報を正確に得る段階です。

1m肢，体il!~~の運動に基づく探索活動による情報収集から，

知覚による情報収集へと移行する段織であるとしていま

す。

0知覚-運動レベルとは

この段階では. 9JI覚と運動を通して，外界からの'情報

を収集していく段階です。長[1党情報と照合させつつ運動

をコント一口ールしていく時期にあたるとしています。

0知覚レベルとは

この段賠では，子どもは運動を介在せず，知覚のみで，

外界の情報を的研jfに獲得していくことになります。たと

えば. 2つの図形について，産接手で触れることなく，

ただ見るだけの視知覚によりその異同を弁別していくこ

とになります。

0知覧一概念レベんとは

この段階では，矢口覚的に類似するもの，たとえば，三

角形と四角形の 2つの図形について，三角形は 3つの辺

をもち. 1m角形は 4つの辺をもつことから，両者は異な

るといったような概念でもって. I玄lJ診を認知する段階で

あるとしています。

0言語一概念レベル 概念レベルとは

この設時では，運動や知覚による操作活動をせず，日

を媒介にしながら，分類したり，関係づけたりして，

事物や事象の一般化を I~る段階で\こうしたレベルに達

すると，子どもは，言語を操作することによって，記憶

や認識等の精神作用を飛躍的に発展させていくことにな

ります。

②発達段階のとらえ方

ケフアートは， r ~I三後まもなく開始される探索活動に

基づく学習を最下限とした一定の重層的な学習系列の構

造を有し各段階は相互に有機的な統合関係にあるjと

し， 第 1次レベルの粗大一運動レベルにおける学習は，

第 2次レベル以上の学習のレディネスとなり，第 2次の

うJI覚一運動レベルにおける学習は，第 3次レベル以上の

レディネスになるという関係にあるといえます。したが

って，あるレベルの情報獲得に偏りがあればより上位の

情報獲得にも偏りが生じることになります。

③ 発達段階を遡る指導

障害をもった子どもたちの発達水準はさまざまであり，

発達の様相も一人ひとり特徴的なところが見られます。

障害が重く，発達が感覚一運動レベルにある子どもに

は，感覚運動レベルの指導を中心とした指導を行ってい

くことが必要です。感覚運動レベルにいる子どもは，学

習や成熟により，なかなか上のレベルにスムーズに進ん

でいくものではありませんが，こうした場合には，縦の

発達よりも棋の発達に注目した指導を考えいくことが必

要です。

ここでいう棋の発達とは，ある面広がりということで

す。 A先生と関わりがもてるようになったから，次はB

先生とも関わりがもてるようになる， cという遊びが楽

しめるようになったから，次はDの遊びが楽しめるよう

になる， といった考え方です。

また，学習を進めていく上で，学習系列のあるレベル

に偏り等が克られるとすれば，その偏りによって，より

上位のレベルでのスムーズな学習を困難にしていくと考

えることができます。その場合には，偏りがあるレベル

まで、遡って，そのレベルを改善していくことが必要とな

ってきます。

3.研究グループの研究の経過

( 1 )就学レディネス形成を促すための実践的研究

さて， こうした考え方などを踏まえて，私たちの研究

グループは. 1970年代にはどちらかというと，読み書き

の学習がうまく進んでいかない，軽度な脳性まひ児に対

する就学レディネス形成を促すための実践的研究を行っ

てきました。具体的には，学習レディネスカードの作成，

PLM知覚運動学習教具作成， 9JI党一運動的側面の指導

を意図した「知覚一運動学習指導計画i試案」の作成を行

ってきました。

①学習レディネスカード(通称100枚カード)

学習レディネスカードは，①入門期児童の学習レディ

ネスを個別的・診断的に把握することと，②レディネス

を高めるための学習プログラムはどうあるべきかを検討

すること，③そのプログラムを用いた指導を試みること

の目的で作成したものです。

カードは，色，音， Jf~，からだ，発話，生活の 6 種類

からなり，それぞれ色彩知覚， 1聴知覚，視知覚，身体

運動矢J]覚，言諾，および

)成瓦しましたD この「色Jr音JIJI三JIからだJは， 人が

生活をしていく上での表現媒体として重要な内容であり

ます。行三成した学習レディネスカードの例を図 2 から I~

3に示しますD

ラ

図2 生活力一ドの伊j
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図3 音カードの例

(I~ 2，図 3は，井上洋子ほか:入門期におけるレデ

ィネス形成に関する研究，東京教育大学I;f~ 属桐が丘特別

支援学校研究紀要の P20，21の中の図より)

② PLM知覚運動学習教具の創案

この教具は大JJIjすると， 3次元の教具と 2次元の教材

とに分けられますむ両者は共通した目的をもち， 3次元

の教具8分野， 2次元の教材-7分野の計15分野から構成

されています。

その特色として， 1学習障害の理論を背景に生まれた

教具であることJ， 1知覚運動協応能力の発達が遅滞して

いる幼児だけでなく，心身障害児(知的障害児や脳性ま

ひ児を含む)の知覚運動能力を高めることができる。」

などがあげられますD しかし知覚運動能力を測定した

か診断的に扱うことのできるテスト用具として標準化

はされてはいませんが， この教具を使った学習の様子を

観察，記録することで" r評価のための資料を得ること

はできることJ1この教具は形式的な知覚運動学習にと

どまることなく，遊びの中で使用することができるこ

とJ， 1この教具は 3次元段階の学習と 2次元段階での学

習で使用できることJ， 12次元段階の学習シートは 3次

元段階での教具と関係があり，学習を強化することがで

きるJ， Iより高度な学習に結びつくように工夫されてい

ることJなどがその特徴としてあげられます。

具体的にこの教具は， 0"1窃応ボール， 0なぞり板(1 ) ， 

なぞり板 (2)，0長さ比較棒， 0太さ比較柱， 0はめ

絵， 0ひも通し， 0形板と枠板， 0円借ベグボードの教

具と学習シートとで構成されています。

また，知覚運動学習シートは， 0視覚一運動協応 40 

課題， 0国一地知覚 13課題， 0知覚の'1宣常性(類似

性) 14課題， 0空間の位置の知覚 10課題， 0空間関

係の知覚 12課題，⑥ボディイメージ 15課題からなっ

ています。(写真 1) 

ひ仇殉し

写真 1 (PLM知覚運動学習教具「手引きJ，竹井機器工業より)

③[知覚一運動学習指導計画試案Jr評価のためのチ

エックリストjの作成

さらに，研究グループでは，教科的な学習へ導くため

の学習レディネスの形成を意図した「知覚一運動学習指

導計画試案」とそれに結びつくよう意図した「評知iのた

めのチェックリスト」を作成しました。指導計画は，学

習レディネスカードの作成に倣って， 1色Jr音J1形」

「からだ」の 4領域と各領域に対応させていくつかの分

野から構成されています。

具体的には， [からだ}①事前活動，②身体認知1，③

身体概念，④身体技能，⑤身体空間，⑤身体言語， [色}

①色の弁別，②色の名称，③濃淡の弁百1]， [11ラ}①音の

弁別，②音声の弁別，③音の強弱の弁別，④音の記憶，

⑤音の分離{形}①準備活動，②形の認知，①文字様

1~171:;の認知，の領域・分野から構成されています。

(2 )韓害の重い子どものための教材開発

昭和年54年の養護学校の義務化に合わせて，私たちの

自の前にいる子どもたちの障害の状態も重度化，多機化

の傾向を示すようになり，それにともなって，研究内容

も障害の重い子どもたちを意識した研究へと移っていき

ました。

彼らの発達段階は，概ね 1t長から 2t長レベルJ.)，-yの子

どもたちです。

その子どもたちは， J苛りからの働きかけに対する反応

が大変乏しいといったことから，やさしく歌いかけ，抱

いてリズミカルに揺らすなどの単純で心地よい情動的，

感覚的なアプローチを中心とした働きかけを行って，笑

顔や快の発声を引き出し健康の保持や情緒の安定を図

り， リラクセーションを中心とした動作の改善を図って

いけるような教材の開発を中心に行い， またj琵りからの

感覚的，運動的な働きかけに対して，何とか反応できる

ようになった子どもたちに対-しては，やさしい感覚運動

あそびをたくさん行って，笑顔や発声などを引き出し，

反応をより確かなものとし，人や物などの外界と能動的

に関わる力をさらに高めていけるような教材の開発を実

践を通して，行ってきました。

その成果は，当校の研究紀要や薪藤秀元・大沼直樹・

加藤裕美子・鴻上みち子・坂本茂・ j清青水i聡捻.I仁二j判i

野方i出主美子.平日田1聖子.森永美f保呆.安永しのぶ(仕19仰93

4年三斗) による「子どもが喜ぶ!感惑覚j運豆動あそびび、4却0選， 福村-出

版」や坂本茂・佐藤孝二・加藤裕美子・清水聡・向UJJJ券

郎・成田美恵子・武部綾子 (2014年)による「障害の重

い子どもの知覚運動学習一ふれあいあそび教材とその活

用，ジアース教育新社Jなどにより公にしてきたところ

です。

4. 発達段階と指導内容

前掲の内容と重複する部分もありますが，研究グルー

プでは，ケフアートの理論や考え方を参考にして，発達
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段階と指導内容(表 1)を作成してみました。これは，

就学前の発達段階にいる子どもたちの具体的な指導目標

や内容，方法を整理していく上で、参考になるものと考え

ています。

(2) B段階にいる子ども

B段階の子どもたちは，周りからの感覚的，運動的な

働きかけに対して，何とか反応できるようになった子ど

もたちです。こうした子どもたちには，やさしい感覚運

動あそびをたくさん行って，笑顔や発声などを引き出し，表]について，簡単に説明します。

表 1 発達段階と指導内容

発達設階 指導呂標・肉容

警習シ~など、 2~翠麓静堂用いて u D 概念と

言語一概念 文字・数字の合名、識班、表象化など

レベル の発達を促し、概念形成を図る。

おもち空や知堂運動教塁などの3決元

教材を用いて
話

色や形、大きさなどによる物の翼問弁腕、 し

知覚と知覚 分類、構成、記樟再生、模写などの発達 ‘ー圃

CI-運動レベ を促し、舛部世界における物の関係把握 と

Jも などの発達を促す。 Iぎ

や

社

錯覚運動活動(あそび}を還して
4z恥x 

性

見る、鴎く、物を操作する、動作を模倣
の

ずるなどのカを養う。
発

達

感覚運動あそびを過して
を

促

す
感覚ー運動 身体認知、姿勢やバランスの保持、移動

B レベル などの粗大運動恐び傾聴運動などの徴纏

運動能力の発達を促す。

f言動的・感望的なzプ司ーチにより

A 基礎レベル

JI" リラクゼーションを図りながら、刺激を

受け止め、反臨する力、原信頼を養うと

ともに健康{体力}を保持増進を図り、

情緒の安定を図る。

( 1) A段階にいる子ども

A段階にいる子どもたちの全体的な発達水準は，概ね

3~5 か月レベル以下の子どもたちと考えてよいでしょ

う。この子どもたちは，腐りからの働きかけに対する反

応が大変乏しい子どもたちですので，やさしく歌いかけ，

抱いてリズミカルに揺らすなどの単純で心地よい情動的，

感覚的なアプローチを中心とした働きかけを行って，笑

顔や快の発声を引き出し健康の保持や情緒の安定を図

反応をより確かなものとし人や物などの外界と能動的

に関わる力をさらに高めていくことが重要です。

感覚運動遊びを行う l宇で，体に対する意識性を高め，

姿勢保持とバランスの安定を図り 物を転がす，物を受

け止めるなとやの粗大運動能力や物の動きを呂で追うなど

のj浪士求運動の発達を促していくことが必要です。

この段階にいる子どもの多くは，課題意識の未発達な

ところがあります。したがって，指導(授業)は遊びと

いう形で基本的に進められていきます。り， リラクセーションを中心とした動作の改善を I~J って

やることが必要です。 感覚遊びゃ運動遊びという言葉は， よく使われますが，

感覚運動遊びという言葉はあまりなじみがありません。
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実際に，人の活動を見れば分かるように，多くの行為・

活動は，感覚と運動とが，一体となり， I可11寺体験として

行われていくことがほとんどです。したがって， どちら

の言葉を使うかは， どこにねらいをおき，その際，いず

れの機能が強く関わるか，その程度によって，感覚遊び

ゃ運動遊び，感覚運動遊び， といった言葉を使ってみた

らどうかと考えています。

(3) C段階にいる子ども

C段階にいる子どもとは，概ね 2)夜から 3歳前後のレ

ベルに達している子どもたちです。

ケブアートは，知覚一運動とは，知覚と運動を通して

を獲得していくこと，矢口覚とは，知覚のみで情報を

獲得していくことであると，分けて説明していますが，

しかしながら，上述の通り，実際の子どもの活動を見て

みると知覚と運動との連合による情報獲得なのか，知

覚のみによる情報獲得なのか，はっきりしないところが

あります。

そこで¥本稿では，知覚一運動レベルと知覚レベルと

をまとめてC段踏ということにします。

このC段階にいる子どもたちに対しては，運動遊び、を

たくさん行って，見る， I~，j く，人の動きを模倣する.物

を操作するなどの能力の向上を図っていくことが重要で

す。

また，おもちゃや知覚運動教具などの 3次元教材を使

って遊んだり，操作させたりする中で¥色， Jl~，大きさ

などによる物の呉問弁7JIj，分類，構成，記憶再生など，

また空間における物の関係把握などのさまざまな諸能力

の発達を促していくことが大切です。

(4) 0段階にいる子どもたち

この段階の子どもたちに対しては，今までに身につけ

た力をベースにして，学習シートなどの 2次元の知覚教

材を使った学習をどんどん進めていくことが必要です。

この学習が深まると，文字や数字の識別，命名，表象

化，概念形成などがさらに促されていくことになります。

こうした力を身につけた子どもは小学校に上がる準備が

できたと考えてよいと思います。

なお，話し言葉や社会性の発達を促す指導は，子ども

個々の発達水準を見ながら，全てのレベルを通して行っ

ていくことになります。(以上 3，坂本茂ほか (2014)

il宣言害の重い子どもの知覚運動学習一ふれあいあそび教

材とその活用jジアース教育新社，からヲ!用)

5. おわりに

研究グループでは，現在も，上述の図 6のA段階， B 

段階， C段階， D段階にいる子どもたちを対象とした教

材開発を中心とした実践研究に取り組んで、います。

第E部ではそのうちの主として C段階， D段階にいる

子どもたちを対象にして開発し，実践した教材のいくつ

かを紹介し 3たします。

私たちは，今後も，当研究グルーフ。が40年以上~こ渡っ

て，蓄積し構築してきたものを参考にしながら，教材

開発ゃ指導計画の作成を仁1=1心とした実践柑f究に取り走1:1ん

でまいります。

ヲi用・参考文献

1) Ebersole， M.，Kephart. N.， C.Ebersole.]，B (1968) 

Steps to Achievement for the Slow Learners Charles 

E Merγill 

2)ハ一口一， H. F 浜田寿美男(訳) (1978). 愛の

なりたち， ミネルパァ書房

3)井上洋子ほか(1974) 入門期のレディネス形成に

関する研究 東京教育大学附属柄が丘養護学校研究紀

要第7・8巻，第10巻

4)石吉1)元雄(1978).肢体不自由児の教育， ミネルパ

ァ書房

5 )石部元対t・蔚藤秀元・竹内光春・LlJ下結三告IJ案

(1975). PLM知覚運動学習教具，竹井機器工業株式

会社

6) )11村秀忠(1993).新版学習障害ーその発見と取り

組み， )麦!悪義塾大学出版会

7)文部省(1987).肢体不自由教育における養護・訓

練の手引き， 日本肢体不自由児協会

8) 中村敬子ほか (1994-1999) 障害の重い子どもの

知覚一運動学習 東京教育大学li付属柄が丘養護学校研

究紀安第33巻，第34巻，第35巻，第36巻，第37巻，

第38巻

9) 中司利一編(1982).感覚・知覚の発達(宮本・キIU

村編「感覚・知覚」講座障害児の発達と教育)学苑社

10) I~=I 司利一 (2002) 障害者心理ーその理解と研究法

ミネルパァ書房

ll)Nケフアート(大村実訳) (1976). 発達障害児(上)， 

医歯薬 I~H I\反

12)藤藤秀元ほか(1976-1985). )Ji活性まひ児の知覚運

動学習 東京教育大学1)丹属柄が丘養護学校研究紀要

第12巻，第13巻，第14巻，第16巻，第17巻，第18巻，

第20巻，第21巻，第22巻，第23巻，第24巻，

13)済藤秀元ほか (1986-1987). 障害の重い子どもの

知覚一運動学習 東京教育大学ド付属桐が丘養護学校研

究紀要第25巻，第26巻，

14)斎藤秀元ほか(1993).子どもが喜ぶ感覚運動あそ

び40選 障害の重い子どものために，福村出版

15)坂本茂ほか(1989-1992). I埠答の重い子どもの知

党一運動学習 東京教育大学術属桐が丘養護学校研究

紀要第28巻，第29巻，第30巻，第31巻

16)坂本茂・佐藤孝二・加藤裕美子・清水総・向山勝

郎・成i望美恵子・武部綾子 (2014) 障害の重い子ど

もの知覚一運動学習一ふれあいあそび教材ーとその活用，

ジアース教育新社
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17)坂本龍生編 (1982) 障害児の感覚運動指導，学苑

社

18) 111仁i恒夫(1984) 育見とことば，弓立社

19)竹内光春(1985) 運動障害児のリズム運動，ぶど

う社

20)竹内光春(1992).幼児と障害のある子のリズムう

たあそび，ぶどう社

II. 視知覚認知機能を高める教材の開発

佐藤孝二

1 .脳性まひ(痘直型 PVし)児童の視知覚認知能力の

向上

PVLの児童には，視力，斜視，視野狭窄，眼球運動

に問題を抱える児童も多く，視神経の視放線や頭頂葉へ

の視神経に損傷があり，視覚j育報入力時点での問題があ

るとも言われている。それらの問題が関わって，視知覚

認知機能に弱い部分が現れると考えられる。そこで，入

力する視覚情報の量を調整し内容を整理することによ

って，視長11覚認知機能を高める手立てを研究してきた。

さらに触覚，運動感覚からの情報入力と触知覚認知機

能を補助的に活用すれば，大きな助けになると考えられ

る。図 1は，視覚，触覚・運動党の情報入力(感覚受

容)から情報出力(運動表出)へのシステムである。

触察機能

触覚・運動覚情報入力

Q 
v 

視知覚認知機能 触知覚認知機能

情報処理

①視覚注意 ①触知覚注意

②視覚間合 ②触矢1]党間合

③視覚の恒常性 ニ ③fÍJ1~知覚の恒常性

④視覚弁)3IJ @111;3:1]覚弁月IJ

⑤i翠地ぅ計三月IJ ⑤図j也弁男IJ

⑤視覚的記抱 ⑤M~9~IJ覚的記憶

⑦視空間認知l ⑦削認知

視知覚触知覚運動協応

情報出力(表出)

図1 視覚，触覚・運動党の情報の流れ

2. 教材開発の考え方とねらい

( 1) i見る力jについて

児童が実際に事物を見て認知していく「見る力Jは，

図2のように，視機能，視知覚機能，視覚運動協応の 3

つのカテゴリーから考えられる。 原因は何であれ，教育

的アプローチとしては，視矢J]覚認知と視覚運動協応、のi旬

jこを|亙ることであろう。
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情報処J~l!

①イメージ認識力

• )1ちの間合 .71予の恒常七1:

・形弁百IJ 'I~IJ 山弁í.) IJ

②空n¥J認識力
③イメージ操作力

~2 r見る力Jの構造

3.視知覚認知を改善する活動例

( 1 )視覚弁別

① 形，色，大きさなどによってものを分類する。

② カップや型はめなどで，サイズを見分ける練習をす

る。

① 身近なものの「同じ形集めjをする。

④ 色や11:~を使ったカードゲームをする。

⑤ パズ、ルや型はめをする。

⑥ ストローとモールなとぐを使って，形，文字，図形な

どを{午る。

⑦ 背中に指で文字や形を描き，それが何か当てさせる。

③ 身体を使ってその形を作らせる。

(2 )図地弁男Ij

① 絵や写真の中から指定された物をさがす。例えば，

「かくれんぼ絵本Jrウオーリーをさがせ」など。

② ジグソーパズルをする。

③ 迷路をする。

③ 図形や文字の形を上からなぞる。

④ 一部が欠けた図形や文字を作り，子どもに完成させ

る。(視覚間合の指導ともなる。)

(3 )空間認識

① 図形を組み合わせたパターンを写す。モザイク，積

み木模1葉などの模倣あそび、。

② ジオシートのデザインを写す。

③ 点を結んで完成させる絵や迷路をする。

④ i翠を見て作る模型や工作，手芸などをする。

⑤ 簡単な地図を描く。通り道等をなぞる。

⑥相手のポーズを見て身体模倣をする。

⑦ 神経衰弱，カルタ，五並べ，オセロなどの位置に関

わるゲームをする。

(4 )視覚的記憶

① ものを並べて，記憶させ， 1つものを取り除き，取

り除いた物を当てさせる。あるいは，位置を変えては

じめの位置にもどさせる。

② 積み木やピーズなどで作った模様を見せ，記憶を頼

りにi可じものを作らせる。

③並べた順番を覚えさせ，それを変えて提示し最初

の)11買になおさせる。

④ 神経衰弱ゲームをする。最初はカードをきちんと整

列させて行う。カードの向きをばらばらにすると，難

易!支が高まる。

⑤ 絵や写真を見せ，そこの仁1=1にあったものを思い出さ

せる。

4. 箆発教材の紹介

( 1) 7段階/'Iズル

写真 1 7段階パズル

① ねらい

71三や i翠材、j をたよりに部う示から三Eイ本を H~:成していく。形

の選別， I翠と地のj豆加，図柄の関連性などの視知覚認知

機能の向上と，部分から全体へJIIl1t序よく処理する継次13~

処理能力の向上を図る。

② 教具

O 製作の仕方

・材-料':CDケース，パネル月3スチレン4反，ケントキl¥:

-作り方:図柄をスチレン板に貼り，適当な数のピース

に切り分ける。図柄やピースの形を描いた物，番号入

札?I!~地など各段階の型紙をケント紙で作る。最後に，

CDケースに入れる。

③ 学習の仕方

ア 図柄に合わせて

写真 2 (図柄)のピースを図柄の型紙に合わせて，は

めていく。児童のよく知っているキャラクターなどの図

柄であると，かなり容易にできる。
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写真2 絵柄

イ 形に合わせて番号付き

写真3 番号

1ピースずつの形を:tNiき， ピース裏の番号と向じ番号

を書いた型紙に合わせて，写真 3 (図柄)のピースをは

めてし Eく。形と番号がヒントになっている。番号}II貨に形

と図柄を見ながら位置や方向を定めてはめていくように

指導する。

ウ 形に合わせて

1ピースずつの形を描いた型紙に合わせて，写真 4

(図柄)のピースをはめていく。 11ラのみがヒントになっ

ている G 形と図柄を克ながら位置や方向を定めてはめて

いくように指導する。

写真4 形

エ 図柄を見て構成していく

写真S 無地

無地(白色)の型紙に合わせて，写真 5 (図柄)のピ

ースをはめていく D 図柄を思い浮かべながら場所や位置，

方向を定めてはめていくように指導する。難しいようで

あれば，図柄の型紙を提示しそれを見ながら行わせる D

オ形に合わせて番号付き

写真6 裏番号

1ピースずつの31:;を描き， ピース裏の番号と向じ番号

を書いた型紙(色線付き)に合わせて，裏(完全地)のピ

ースをはめていく。形と番号がヒントになっている。番

号)11互に形を見ながら位置や方向を定めてはめていくよう

に指導する。

カ 形に合わせて

写真ア裏形
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1 ピースずつの71~ を描いた型紙(色線付き)に合わせ

て，裏(無地)のピースをはめていく。形のみがヒント

になっている。形を見ながら場所や笠宮，方向を定めて

はめていくように指導する。

キ 角や形をたよりに

写真8 蓑無地

無地の型紙に合わせて，裏(無地)のピースをはめて

いく。直角の四 11高からピース裏の番号の上下をヒントに

場所や位置，方向を定めてはめていくように指導する。

④ 活毘と応用

児童の能力に応じて 1段階から進めていく。徐々にで

きるようになっているという成就感をもたせるように工

夫する。何ピースにでもできるので，員長易度は児童に合

わせて自由に変えることができる。図柄は，児童の好き

なキャラクターをmいると学習意欲が増し視覚注意力

も向上する。

(2 )図形描き

① ねらい

なぞりがき，ふちどり，定規なぞりがきなどの練習に

よって， 自と手の協応， ]頁点及び車線の意識イヒ手指の

巧綴性の向上を図る。

② 教具

O 製作の仕方

・材料 :ノtネルJ:目スチレン板 (B5) 2枚

・作り方(例 溝なぞり板):スチレン板に基本図形を

描き，カッターで切り取る。もとの板の切り抜き部分

と切り取った菌形の縁を傾斜をつけて lmm程度小さ

く削る。もう I枚のスチレン板にその板と切り取った

図形を貼る。「内ふちどり Jの教具も同様に作り，切

り取った図形を「外ふちどり」の教具とする。

③ 学習の仕方

ア溝なぞり

スチレン板の基本図形の溝に鉛筆を入れ，何度もなぞ

る。頂点からー頂点へ鉛筆を放たずに続けて描く。それが

できるようになったら，左上(あるいは真上)からなぞ

り始め，横線は左から右へ，縦線は上から下へ角(頂

点)までなぞるように指導する。

写真9 溝なぞり

イ 内ふちどり

写真10 内ふちどり

スチレン板の基本図形の切り抜きの内1WJに鉛筆を入れ，

内側のふちどりをする。頂点から頂点へ鉛筆を放たずに

続けて描く。それができるようになったら，左上(ある

いは真上)からふちどりしはじめ，横線は左から右へ，

縦走jAは上から下へそれぞれ角(]頁点)から角 CJ責点)ま

でふちどりするように指導する。

ウ外ふちどり

スチレン板を基本 I~J形に切り取った物の外側に鉛筆を

あて，外側のふちどりをする。頂点から]頁点へ鉛筆を放

たずに続けて描く口それができるようになったら，左上

(あるいは真上)からふちどりしはじめ，横線は左から

写真11 外ふちどり

工 定規なぞり(直線)

右へ，縦線は上

から|ごへそれぞ

れ魚(J真点)か

ら角 (J真点) ま

でふちどりする

ように指導する D

基本IRI形の十~1îiJミれているプリントの直線に定規を当て

て，ふちどりの要領で線をヲiく。頂点から]頁点へ，左か
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図3 なぞり用

オ頂点結び

ら右へ， Jこから下へ引くことや，

定規は11ft線ではi亙線の下に，縦

線では直線の左側に合わせて置

くように指導する。

基本図形の頂点のみを記したプリントの頂点に定規を

司b ② 

@ tゆ

密4 頂点結び用

力点、むすび

図5 点結び‘用

④活用・1it用

「 当てて直線を引き図形を作図す

る。頂点の数と位置から I~IJI~ を

イメージし， どの頂点とどの頂

点を結ぶか考えさせ，指でなぞ

らせる。 2つの頂点に定規を合

わせ、頂点の真上から頂点の真

上まで引くように指導する。引

き忘れの辺がないように注意さ

せる。

等間隔にドットのあるプリン

トのドットを直線でつないで.

提示した見本を模倣したり，自

由に 1~171~を描いたり，模様を描

いたりして，作1:zJを楽しむ。

「小学校学習指導要領第 3節算数第 2第 1学年 2内容

C I図形jア物の7践を認めたり，形の特徴をとらえたり

すること。」以上の内容の学習に活用できる教材である。

ジオボードを使った「歯形写し」と合わせて指導するこ

とで学習効果が上がると考えられる。

また，写真12のような基本I~I形の型はめも，形の特長

をつかむことができ， 71三弁別の学翠に役立つと考えられ

る。

写真12 基本図形型はめ

( 3 )図形写し

写真13 ジオボードとシート

① ねらい

見本の I~I形の頂点の位置や曲線をしっかりおさえて，

模倣し作図することで，図形の頂点の位置関係をつかむ

とともに，面は線によって閉鎖されていることを認識し

空間の位置関係に関わる認知機能の向上を困る。

写真14 ジオボードとシート

また，複数のIKI形の中から Iつの関形を取り上げなが

ら，イノ1::成することでIKlと地の亙加に関わる認知機能の向

上を図る。

② 教具

O 製作の仕方

-材料 :板， くぎ，カラー輪ゴム，

-作り方:板の片側に等間1¥誌に 5列5行に25本の釘を打

つO 釘の下と左側に 5までの番号を書く。模倣の見本

i笥題を作成する。

③ 学習の仕方

ア ジオボード遊び

ジオボードに輪ゴムをはり 自由に簡単な図形を作る。

釘が頂点，ゴムが辺(直線)であること，閉じた空間で

あることを知らせる。

イ 図形作図

ジオボードに輪ゴムをはり.克本の 1~171~ を模倣する。
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頂点に注目させ， i 3の 4Jなどと座標を言いながら対

応した釘(頂点)に指で触れ，輪ゴムをかける。

写真15 基本図形作図

ウ 複数図形作図

ジオボードに輪ゴムをはり 見本の複数の図形を模倣

する。 図形の重なり方を考えながら，一つずつの国形を

指でなぞり，一つずつの頂点に対応した釘に指で触れな

がら座擦を言い，色のついた輪ゴムをかけていく。

写真16 複数関形作関

写真17 自由図形作殴

オ シートイ乍図

エ 自由作図

自由にジオボー

ドに図形を作成す

る。色輪ゴムを使

い，いろいろな図

形や模様を作成し

ていく。図形の重

なりや位置関係を

工夫することで面

白い模1議ができる

ことを指導する。

ジオボード同様の点つなぎ用紙に見本の図形を描く。

各頂点の座標を確認し対応する頂点を見つける。定規

を使って環点 2つを結んでいき， 1m形を作図する。

写真18 シートに作図

力 自由作図

自由に図形や模

様を描く。.'去を自

[1::1に結び，できる

図形や模様を楽し

ませる。定規や鉛

筆の使い方など乱

来日;にならないよう

に指導する。

函6 自曲作罰用

④ 活用

f小学校学習指導要領第 3節算数第 2第 1学年 2内容

C íl豆171引ア物の71~を認めたり，形の特徴をとらえたり

すること。」以上の内容の学習に活用できる教材である。

なぞりがき，ふちどり，定規なぞりがきなどの練習 il;gl
形描き」と合わせて指導することで、学習効果が上がると

考えられる。

( 4)三角形合成分解

写真19 三角分離

② 教具

O 製作の仕方

①ねらい

直角二等辺三

角形を 2つ使っ

て，図形の合成

分解の基礎を学

習する。形の恒

常性に関わる認

知機能の向上を

|豆iる。

・材ー料 :ノfネル用スチレン板 (B5) 2枚

・作り方:スチレン板に直角二等辺三角形2つの図を拙

き，カッターで切り取る。切り抜いた板ともう 1枚の
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スチレン板を貼り合わせる。

③ 学習の仕方

直角二等辺三角形2つを入れる型はめである。分離し

ている図柄(写真19) から，合成している図形(写真

20) ，辺がずれて接している図形(写実21) なとJへと指

導してしミく。

写真20 三角合成

写真21 三角合成いろいろ

自分に対する型はめの置き方や 1つの直角二等辺三角

形の位置を捉えられるような工夫が必要になってくる。

片手で 1つの三角形を揺し情報量を減らすことや指でな

ぞって三角の有りかを見つけ出す等の工夫が効果を上げ

ると考えられる。

① 活用

1年生の図形の学習内容として三角形の合成分Wj:の内

容は，各教科書や学力試験等に扱われている。 PVLの

児童は特に苦手とするところである。何度も繰り返し指

導するとともに，形の弁別をするための手立てを自ら学

び獲得していくことが大切である。

⑤ 応用

直角二等辺三角形2つの合成の型はめであったが，

つの三角形であっても，各]頁点を合わすことができず，

難しい児童もいる。写真22のいろいろな三角形の型はめ

から指導すると良いであろう。また，さらに 3つ， 4つ，

それ以上の型はめやパズ、ルも有効な教材と成ると考えら

写真22 三角形型はめ

写真23 三角形合成パズん

写真24 三角色板パズル

写真25 積み木の合成パズル

111 
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れる。写真23.写真24はその例である。

また，四角形ヤ正三角形等も含めて引き詰めたような

パズ、ルや写真25の立体的な積み木を使った合成パズルも

7j~の合成分解をねらいとした楽しい教材に成ると考えら

れる。

(5 )図形並べ

① ねらい

写真26 並べて覚える!

図形の特徴をとらえながら，指示された位置に並べる。

その各I~形の位置を覚えて，再度構成する学習によって，

祝覚的な記憶能力の向上を図る

② 教真。製作の仕方

-材料 :パネル用スチレン板

-作り方:スチレン板を基本図形やその他の|盟形にカッ

ターで切り取る。

③ 学習の仕方

ア 見本のプリントを示しそれと同様な位置に該当す

る図形を解答プリントに配置させる。

イ しっかり，それぞれの図形の位置を覚えさせる D

ウ 見本と解答用紙上の図形チップを取り除き，時j習を

少しおくム

(時間は見童によって調整するo iすぐにJ.i10秒数え

写真27 図形並べ記i

てJ.i20秒数えて」など徐々に長くしていく。また，

朝食の内容や今iヨの日付ーなどを開くなどの妨害刺激を

入れてみるなどの方法がある。)

エ j~i(:答用紙にチップを並べ再現する。

オ 見本と比べ，合っているか確かめる。

④ 活用

視覚的な記憶能力の向上をめざすものであるが，聴覚

的な記憶能力の活J=I=]等も含め指導を工夫することが望ま

しい。並べるときや確認するとき，党えるときに手や

指で触れながら図形の名前を言うなど聴覚・ f9Ul党を補助

的に使い短期記;1意できるように自分から工夫するように，

指導することが大切である。

⑤ 応用

図形のチッフ。を使ったが，記号カード，絵カード，写

真カード，文字カード，数字カードなどを使うことがで

きる。

写真28 図形触って覚えよう!

また，写真28のように台紙に図形チップを貼り，ブラ

ックボックスや目隠しをして，触察のみで. JI~を把握し

記憶して台紙に並べるようにすることもとても形弁別の

機能向上に有効で、ある。 触覚によって形弁別し記憶す

るということにより，形に対する認知能力が向上し f9u!

党からの記憶も追加され，イメージがしっかりと記憶さ

れるのではないかと考えられる。


